
様式２（指定管理者施設）

１．施設の概要

２．類似施設・近隣施設

３．利用状況 単位：人、％

利用者数合計

目標値

目標値設定の考え方

対(n-2)年度比 91.1%

・施設の利用の承認に関する業務
・施設及び設備器具の維持保全に関する業務
・一般展示室及び工房等を一般の使用に供することに関する業務
・その他県教育委員会が必要と認める業務

平成２１年度

100.0% 102.2% 102.5%

名称・施設内容・
利用状況等

他に県内の美術館は、公立が９館、私立が３９館ある。それぞれ各地域の資源を活用
した特色ある展示を行っている。

美術館の入館者総数

平成２２年度平成２０年度
平成２３年度

（目標値）

山梨県立美術館 学術文化財課

指定管理者（SPS・桔梗屋グループ、平成21年4月1日～）

美術に関する県民の知識及び教養の向上を図り、県民文化の発展に寄与するため美
術館を設置する。

常設展示室2室（800.83㎡）　特別展示室3室（976.57㎡）　南館展示室5室（1，320.46
㎡）　県民ギャラリーA・B・C室(720.14㎡)　総合実習室１室（194.60㎡ 180名）　工房
（184.59㎡）　美術図書室　(63.33㎡)

山梨県立美術館設置及び管理条例

設置年月日
（改築年月日等）

甲府市貢川１－４－２７

348,146381,999 390,458

所在地

管理方式

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成２２年度事業分）

- 370,000 391,600 391,600

昭和５３年１１月３日（平成
１６年３月１５日増築）

所管課施設名

設置根拠
（法律、条例等）

設置目的

主な施設内容
（定員等）

美術館の入館者総数

主な業務内容
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４．収支状況 単位：円、％

施設利用料

指定管理者委託料

その他

収入合計（A）

人件費

県への納付金

管理運営費

（うち外部委託費）（B)

支出合計（C）

収支差額（A－C）

外部委託比率（B÷C）

利用者一人当りの経費

※直営の年度は、県の収支を記入し、指定管理者施設の年度は、指定管理者の収支を記入する。

５．利用者満足度

単位：％

①施設設備の充実度

②施設設備の整備状況

③サービスの内容

④また来館したいか

⑤施設全体の満足度

各項目の平均

84,611,000

県収入

689

0

支
出

0

72%

88%

3,553,841

収
入

269,305,000

260,000

268,271,841

実施方法等
実施時期：平成22年4月～23年3月
実施方法：来館者へのアンケート、回答数：1829人

0

268,011,841

77,415,000

641,819

686 688

運営面での工夫等で解決できる項目については随時対応
施設設備に関する項目は長期的観点での対応が必要となる。

※利用者１人当りの経費の算定式は、指定管理者委託料÷利用者数。ただし、指定管理相当業務にか
かる分のみ

利用者の意見へ
の対応

＜肯定＞
・スタッフ対応、施設の清潔さ、展示内容、料金設定外
＜否定＞
・照明、空調（冷えすぎ）、館内導線、エレベータ、キャプションの文字サイズ

※H21年度以降、美術館・文学館・芸術の森公園は三施設一体での指定管理となったことから、経費につ
いては、施設毎の積上げの外、按分による。指定管理料についても、三施設の経費比率により按分

平成２１年度

29.2%

0

0

180,107,000

264,718,000

478,000

86%

0

776

平成２２年度
（計画値）

平成２２年度
（実績値）

平成２３年度
（計画値）

78,151,000

270,366,819

78,151,000

394,000

186,348,000

270,275,000

81,049,000 83,377,000 81,553,000

269,783,000

0

270,001,819

利用者の意見

4%

25% 3%

83% 13%

12% 6%

10% 4%

#DIV/0!

86%

3%

普通
（わからない）

10%

不満足・
不十分

4%

調査項目

9%

満足・十分

82%

28.6% 29.0%

0

394,000

269,881,000

478,000 365,000

269,881,000

77,148,000

29.0%

188,328,000

269,305,000 269,725,000

188,256,000
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６．評価結果

常設展が不調なことが主に影響して目標を下回った。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

維持管理業務

利用状況

運営業務

自主事業

収支状況

運営目標の達成
状況

利用者満足度

業務仕様書・業務計画書に基づき適正に執
行されている。今後も適切な施設の維持管理
に努めること

条例・業務仕様書・業務計画書に基づき
運営業務を行った。仕様にない項目に
関しても直営部門と協議し随時運営面
の改善を図るなど利用者サービスの向
上に努めた。

アートツアーは、コース変更や開始時間
の弾力的運用により、目標を上回る集
客を達成し施設の新たな魅力を伝える
事が出来た。来年度は告知方法を再度
検討すると共に、解説を担当できるス
タッフの育成にも努め、更なる集客増を
達成したい。

電気の契約ワット数の変更や、灯油契
約方法の見直し、使用量コントロール等
により、水光熱費の節減に努め、それら
の推移を見ながら広報宣伝費を中心
に、施設運営・集客に必要な項目に予
算を充当し、業務遂行した。（三施設一
括）

条例・業務仕様書・業務計画書に沿った適正
な運営が行われている。今後もスタッフの受
付・接客スキルの向上に努め更なる利用者
サービスの向上に努めること

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

指定管理業務仕様書に基づき年間計画
を立案し実施、法規により定められてい
るものは、法令遵守を前提として、専門
業者に一括管理委託し、保守点検、警
備、清掃等維持管理を効率的に行っ
た。

施設所管課の指
導事項に対する
指定管理者の対
応状況

  県直営部門と連携し、効率的な管理運営と利用者ｻｰﾋﾞｽの向上に努めている。

提案書・業務計画書に沿った業務が執行され
ている。今後も積極的に事業展開を図り施設
の集客に貢献すること

  施設の維持管理、運営、自主事業等について、条例、基本協定、提案及び業務計画
に基づき概ね適正に履行されている。ただし、全体の来館者数が目標を下回ったこと
から、一層の利用者数増加に向けた取組を県直営部門と連携のうえ進めていくととも
に、利用者サービスの向上に努めること。

各項目において満足・十分の数値がい
ずれも上昇した。館に対する利用者満
足度が高く、接客等のサービスが利用
者へ好印象を与えることができたものと
考える。更なる向上を目指したい。

　運利用者の要望や苦情については指定管
理者の責任で改善が可能なものについては
随時行うこと。それ以外のものは県直営と協
議し対応を検討していくこと。

常設展については、3月の震災の影響も
あり、ミレー館リニューアル以前の水準
に落ち込んだ。秋口よりオリジナルチラ
シ作成やラッピングバス運行、HPリ
ニューアル等の対策を講じたが伸び悩
んだ。次年度の最優先課題と捉えてい
る。

今後も施設維持管理費については効率化に
向けた努力を続けるとともに、可能な限り利
用者サービスの向上に還元することが望まし
い。

常設展が大震災の影響も若干あるとはいえ
前年度比20,000人近く減少したことにより目
標を達成できなかった。今後も直営部門と連
携しながらミレーの美術館としての積極的情
報発信が求められる。積極的広報に努めるこ
と
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７．管理体制（組織図）

リサーチ

広報･営業･
企画責任者

アートツアー担当

ﾛﾋﾞｺﾝ企画・呈茶・寄席・HP担
当

和ｶﾌｪ(文学館)

広報・誘致・印本

営業担当

(株)桔梗屋 ｱｰﾄ･ｱｰｶｲﾌﾞｽ(美術館)

警備・設備・清掃担当

レストラン連絡調整

貸館担当

運営統括ﾏﾈｰｼﾞｬｰ スタッフ総括

受付・展示室監視担当

総務ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 総務担当

法務担当

支配人
労務担当

施設管理ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 設備保守・修繕調整

※　三施設（美術館・文学館・芸術の森公園）一体

総支配人 管理責任者
経理ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 経理担当者
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